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1 .はじめに
飛行機から撮影きれた空中写真は，測量に用いられるばかりでなく，地形の判読，断層や地すべり
の調査，地質調査，都市計画等においても広く用いられている。また空中写真は戦後，米軍によって
撮影きれたものから，その後，国土地理院によって撮影きれたものまで，同じ場所が何度も撮影きれ
ており，都市の発展の過程や大規模開発に伴う地形の変化を時間を追って見ることもできるし，地形
改変前の様子を知ることも可能である。また災害が起こる前の状態を知ることもできる。例えば，福
井地震は 1948年 6 月 28 日に発生しているが，その直前の 5 月 21 日から 6 月 9 日にかけて，福井平野周
辺の空中写真の撮影が米軍によって行われている(図 1 )。この空中写真と地震発生直後に撮影された
ものを比べることにより，震災の様子を明らかにすることも可能で、ある。このように空中写真は，様々
な分野で活用できる有用な基礎的資料である。
福井大学地学教室では，これまで福井県内を中心に多くの空中写真を購入している。しかしこれら
の空中写真は系統的には整理きれておらず，見たい場所の空中写真が購入きれているのかどうか，購
入きれているとしてもどこにあるのか，探すのに苦労する状態であった。そこでこれらの空中写真を
年代別に整理し，ファイルしてーヶ所にまとめて保管するようにした。この整理によって，探す手聞
は半減した。しかし，整理に携わった者にはどこの写真がどのファイルにあるかある程度分かるが，
それ以外の利用者にとっては，自分の見たい空中写真を探し出すのは容易で、はない。 また空中写真を
購入する際にも，すでに購入済なのかどうかチェックするのも時間のかかる作業となる 。 そこで，地
学教室が所有する空中写真について，データベース化し，公開することにより，利用者の便宜を図る
ことにした。 きらに，全学的に空中写真の所有状況を調べ，空中写真の効率的な利用を計るとともに，
空中写真の効率的な購入ができるようにしたいと考えた。
この報告は，以上のようにして作られた地学教室の空中写真データベースの現状と， Web上で、公開
したデータベースについて紹介するものである。データベースはまだ開発途中であり，検索ソフトも
十分で・はない。多くの方の意見を頂き，より使いやすいデータベースにして行きたいと考えている 。
2. 空中写真データベースの概要
地学教室には，米軍撮影，および国土地理院撮影の空中写真が1 ， 400枚近く保管されている 。 これら
の空中写真を整理するにあたり，まず年代別に整理することにした。 地域別の整理という方法もある
が，空中写真は連続的に撮影きれており，これを地域で分断するのは好ましくないこと，また各空中
写真に記された番号から，年代別の区分の方が容易であることから，年代順にファイルに整理した。
地域名についてはファイルの背表紙に記入することで， とーの地域の空中写真が入っているのかわかる
ようにした。
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図 l 福井地震直前の福井市街を中心とする地域を撮影した空中写真。 空中写真には“86VV 31 PRS M I075-A 
314CW 21 MAY48 27" と記入されており，震災の約|ヶ月前に撮影されていることがわかる。
しかし，この段階では，自分が見たい空中写真がどこにあるのかは，ファイルを実際に聞いてみな
いと分からないし，誰かが借りている場合など，あるのかどうかさえ，不明となる。そこで各空中写
真につけられた番号を基に， 地学教室の空中写真をテ、ータベース化することにした。
データベース化のためには空中写真に付きれている番号の理解が不可欠で、ある 。 米軍撮影の空中写
真では， 例えば“ 4 VV 31PRS M1103 314CW 9JUN48 27" の様な番号が記きれている 。 この番号
は
4 …ー写真番号
VV ……カメラの表示 (ex. VVは厳密垂直を表す)
31PRS .…・・写真を処理した部隊名
M ……写真のタイプ川4は図化用)
1103 ......ミ ッション番号
314CW …・一作業命令
9JUN48 …・・・撮影年月日 (1948年 6 月 9 日)
27 ……作業番号
を表している。国土地理院撮影の白黒写真では，例えば“CB-85-2X Cl-15" のような番号が記きれて
る。この番号は
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CB ……地方名 (ex . CBは中部， KKは近畿)
85 ……撮影年(西暦の下2桁)
2X ……作業地区番号
C1 ……コース番号
15 ・…一写真番号
を表している。カラーの空中写真では“CCB-75-23 C5A-3" のように，番号の前にカラーであること
を示す“C" が付されている。この番号とこれに対応する評定図を参照すると，空中写真に撮影されて
いる場所を知ることがきる。
データベース作成にあたり，データ項目として“撮影年"，“月日"，“番号"，“縮尺"，“地形図名"，
“市町村名"，“主な地名"，“保管ファイル"の 8 つを設定した。“地形図名"には空中写真の中央部が
位置する国土地理院発行1 : 50 ， 000の地形図名を，“市町村名"には中央部が位置する市町村名を記し
た。また“主な地名"には 1 : 50 ， 000地形図に記きれている空中写真中央部付近の地名を 1 つ選んで記
したが，中央部付近に地名の無い場合には，中央部に近い地名を記した。 以上の項目について，各フ
ァイル毎にデータを収集し，データベースを作成した。 また福井大学内の他の研究室が保管している
空中写真についても一緒にデータベース化しようとしたが，調べた範囲内では空中写真を系統的に購
入しているのは，地学教室のみであり， とりあえず地学教室の空中写真データベースとなった。
3. データベースの公開と今後の問題点
作成した空中写真データベースは，フロッピーディスクで関係者に配布し，利用してもらうことも
考えられるが，データベースの更新が容易で、あること，また検索が誰にでもできるシステムの構築が
可能で、あることから，現在公開している福井県地質情報データベース(山本・藤井， 1997 ;高浜， 1997 ; 
服部ほか， 1996) を参考に， Web上で、公開することにした(図 2 ) 。 公開してあるホームページのアド
レスはhttp://www.icpc.fukui-u.ac.jp/-a921001/で、ある 。
公開にあたり，検索システムの構築が必要となる。検索システムは，撮影年，市町村名，地名の 1
つ以上を指定し，検索を行うプログラムを作成中である 。 現在のところ，暫定的に各保管ファイル別，
または市町村別に空中写真のデータ一覧を示すように設定した。
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図 2 Web上で公開している空中写真デー タベース。
Topページ(右)とファイル別デー タ一覧の例(左)。
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今後の課題としては，まず利用しやすい検索プログラムの作成が挙げられる。検索項目としては，
撮影年，市町村名，および地名を予定しているが，これで良いのか，更に検討する必要がある。また
データベースでは“主な地名"に空中写真中央部付近の1 : 50 ， 000地形図に記きれている地名を 1 つ選
んで記したが，検索効率を良くするためには，この項目に記す地名を 1 つに限定せず，多数記入する
ようにした方が良いと思われる。今後とも，データベースが利用しやすいよう，また常に最新のデー
タを提示できるよう，データベース，およびホームページの維持・管理が重要となると思われる。ま
たカラーの空中写真は高価で‘あるがそのデータ量は多く，非常に有用である。現在，地学教室では地
理学教室と協力の下，約450枚のカラー空中写真を購入しているが，福井県全域をカバーしているわけ
ではない。福井県全域を揃えるとすると，全部で約3 ， 000枚必要になり，現在の枚数はその 6 - 7 分の
l に過ぎない。今後，組織的な対応が必要でいある。
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